
▲自分の名前を点字体験

▲防災訓練の様子

愛宕浜校区

玄洋校区 インクルーシブ防災訓練

『ハートフルタウン愛宕浜』を目指して

　令和６年１０月２０日に、朝の９時に玄洋小学校区で震度６強
の地震発生を想定し、西区総合防災訓練が実施されました。
　当日は避難時に配慮が必要な避難行動要支援者を要配慮
者救護班が車いすを使用して、避難場所の玄洋小学校まで
避難支援をするインクルーシブ防災(※)訓練も取り入れて行
なわれました。
　校区社協の松崎会長を始め参加者は、平常時の見守りの
大切さを再認識していました。

(※)インクルーシブ防災とは「障がい者や高齢者を含む
　  あらゆる人を取り残さない防災」という考え方。

　令和6年9月から11月にかけて、愛宕浜小学校の4年生が、
福祉学習を行ないました。ユニバーサルデザインの理解、障が
い当事者の講話、車いす体験、福祉の視点での校区探検など、
多様な学習を通じて理解を深めることを目的にしています。
　10月16日には、視覚障がいのある方を講師に迎え、講話と
点字体験が行なわれました。
　子どもたちは、自分の名前を点字で打ち、それを指で確かめ
る体験を通じ、知識としてではなく、実際に感じ取ることで理解
を深める貴重な機会となりました。
　また、当事者との交流を通じて、子どもたちは心から福祉に
触れ、自分たちにできることを考えるきっかけとなりました。

賛助会員を募集しています！
　皆さまからいただいた賛助会費は、区・校区社会福祉協議会の地域福祉活動の財源
として活用させていただきます。
◆入会方法（会費の納入について）
　お住まいの校区の公民館（校区社会福祉協議会）又は西区社協事務所の窓口で受付を
しています。現金又は所定の振込用紙でお振込ください（振込手数料は不要です）。
※振込用紙の郵送も可能です。
◆年 会 費　　個人1口　500円　　 法人・団体 1口　10,000円

校区での取り組みをご紹介します！

西区版

福岡市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

ここっと

社会福祉法人福岡市社会福祉協議会
西区社協事務所（西区社会福祉協議会）
福岡市西区内浜１-７-１　北山興産ビル１階
TEL：092-895-3110  FAX：092-895-3109
Eメール：nishiku@fukuoka-shakyo.or.jp
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この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

▲プロのジャズ演奏！

▲みんな元気をもらいました！

▲木の葉モールをパレード中！

西都・西都北校区

壱岐校区 文化祭でジャズ演奏

「木の葉モール橋本」で認知症啓発活動！

友だちが宝だから大切に！
～高齢者と高校生の交流会～

～ 認知症であってもなくても、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指して ～

　壱岐校区社協では、子どもから高齢者まで幅広い世代にプロ
の演奏を楽しんでもらおうと校区文化祭の中で「ジャズ音楽祭」
を行なっており、文化祭の目玉になっています。
　令和６年１１月２日に、中州ジャズにも出演するプロのミュージ
シャン４名を迎え、ジャズやボサノヴァの名曲が演奏されまし
た。約200名の参加者からは自然と手拍子が生まれるなど、会
場に一体感が生まれ大いに盛り上がり、アンコール後は「来年
度もぜひ実施してほしい」との声が上がっていました。
　演奏終了後には壱岐校区社協役員から、校区社協事業の紹
介や協力への呼びかけがあり、校区社協について理解を深めて
もらう良い機会になりました。

　西都校区社協では、毎年10月に公民館で高齢者と福岡舞
鶴高等学校の生徒との交流会を開催しています。
　令和６年度は西都北校区社協が結成されたことから、西都
北校区と合同で実施されました。
　この交流会は、日ごろ家に閉じこもりがちな一人暮らし高齢
者が外出する機会になってほしいと、校区内の事業所ネットワ
ークの協力で、会場までの往復が困難な方の送迎が行なわれ
ています。
　当日は、吹奏楽部の生徒による演奏や将来の夢の発表があ
り、参加者からは「友だちが宝だから大切にしていってくださ
いね」などの言葉をいただき、温かい交流となりました。

　ＲＵＮ伴（ランとも）とは、認知症の当事者や家族、支援者、一
般の人が少しずつリレーしながらタスキをつないでいく全国的
な認知症啓発活動です。福岡市内では10月２６日に「RUN伴
2024」を開催しました。
　西区では「木の葉モール橋本」のご協力により、館内での認
知症啓発パレードや特設ブースでの認知症啓発活動に取り組
みました。
　介護事業所や医療機関、薬局と協働し、オレンジバルーンプ
レゼント・認知症〇×クイズ・介護お薬相談・認知症応援メッセー
ジ・塗り絵を用意。当日は100名を超える方々に来場いただき、
幅広い世代の方に認知症への理解を広げる機会となりました。

～RUN伴
2024～
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